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〔資料〕

シングルマザーの子育てに関する質的研究;英語文献レビュー1995-2007

門間晶子1，2) 浅野みどり 3) 野村直樹4)

要旨

本稿の目的は海外文献におけるシングルマザーの子育てに関する質的研究をレビューし，今後の研

究の課題を検討することである.CINAHLとPubMedのWeb版(1995-2007年)を用いて丈献を検索した.

その後，離別母子家族に焦点を当てた研究であるなど，筆者らの関心に基いた絞り込みを行った.該

当した11の研究の関心や目的は子育てというテーマを中心として母子相互作用，家族のしきたり，母

親非難，母親の被虐待経験やその後の家族再生プロセス等であり，研究方法は母親への複数回のイン

タピ、ユーによるものが多かった.看護職者にとって重要なこととして. i)当事者の女性が抱える慢性

的な疲れや多重役割と葛藤を理解すること， 並)子育てスキルを提案できること， iii)孤立感解消につ

ながる支援ができること， iv)聞かれた家族関係を築くために支援できること， v)家族が経験を一貫

した物語として構成するなかで意味づけていくのを助けること，札)一緒に考えてプランを立てる姿勢

をもつこと，などが示唆された.支援者や研究者が外側から当事者のニーズや能力を規定するのでは

なく，当事者の経験から学び，当事者が選んだ方法で課題に取り組むのを支援する姿勢が求められて

いると考える.今後必要となる研究として，パートナーからの暴力が子育てに与える影響についての

研究，ひとり親とふたり親家族との相違だけではなく類似性に気づく研究が挙げられた.そのような

取り組みによって，シングルマザーの子育て研究での知見が子育て全般の課題理解につながる可能性

がある.
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しはじめに

1 .シングルマザー家族およびその研究動向

離婚率の上昇や少子化に伴い，家族構成の多様化，

家族機能の変化等が現代の子育て環境に生じている.

日本においては2003年現在のひとり親世帯数は

122万5，400であり， 5年前の調査に比べて28.3%増

加している 1) 米国では1990-2000年の約10年間にひ

とり親家族が970万から1.200万に増加し，特にシン

グルマザ一家族での経済事情が深刻であり，女性を

1 )名古屋市立大学看護学部

2 )名古屋大学大学院医学系研究科博士課程後期課程

3 )名古屋大学医学部保健学科

4 )名古屋市立大学大学院人間文化研究科

筆頭とする家族 (female-headedfamily)が最も貧

困な層に属している 2) また豪州では1986年から例

年の約10年間に養育の必要な子どもをもつひとり親

家族は15%から 19%へ増加し，そのうち87%が

female-headed familyであった3)

このような動向を受けて，シングルマザーの家族

を理解するための研究の必要性が指摘されてきたが，

シングルマザーという経験が実際どのようなものか

については，日本に比べてシングルマザーの率が高

い欧米諸国においてもあまり知られていない3) 日

本におけるひとり親家族に関する研究は社会学，社

会福祉学，心理学，医学，女性学等の分野で行われ

てきたが，その数は少ない.国内におけるシングル

マザーの研究に関する文献レビューでは4) わが国
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のひとり親家族研究は， i崩壊家庭Ji欠損家庭jと

いう言葉でその存在自体を問題として捉える視点か

ら，多様な家族形態のーっとしてひとり親家族を価

値判断抜きで捉えようとする視点への転換期にあっ

た.研究方法として数量的分析，短時間のインタ

ピュー，事例検討が中心であり，今後はシングルマ

ザーの家族が抱える各問題への，それらの相互作用

を含めた探求，分析者自身の規範や従来常識とされ

てきたことへの取り組み，会話の質的な分析，現状

や問題点を当事者の視点で描き出す方法，等が提案

されτいる叫)

ひとり親家族の特質や抱えやすい問題として

Friedmanは貧困，流動的に役割を果たしにくいとい

う役割葛藤，再婚により再び役割を変更するという

役割移行，多かれ少なかれ直面する社会的ステイグ

マをあげている 7) とりわけシングルマザーには，

いっそうの経済問題，不利な社会的背景，未婚の母

親の場合はより厳しいステイグマに直面しやすい，

という状況にある7)

2.本稿の目的

ひとり親家族の子育ての経験に関する海外の文献

レピューとしては， Ford-Gi lboeらが1983年から93年

までの11年間のひとり親家族に関する研究をフェミ

ニストの視点でレビューしたもの8)が貴重である.

今回は， Ford-Gi lboeらのレビュー以降の時期に当た

る1995-2007年の海外文献におけるシングルマザー

家族の研究について，特に筆者らが関心をもっ質的

な研究の文献レピューに取り組んだ.

本稿の目的は英語文献におけるシングルマザーの

子育ての経験に関する質的研究をレビューすること，

およびシングルマザーの子育てに関する今後の看護

研究と看護実践の課題や可能性について検討するこ

とである.

11.英語文献検索の方法

1 .文献検索の対象と方法

CINAHLとPubMedのWeb版を用いて1995-2007年のシ

ングルマザーの子育てに関する英文の質的研究を検

索した.キーワードとしてはsingleparent， one 

parent， single mother， lone mother，divorced mother 

を用い，子育てに関するchild rear ingやchild care， 

質的な研究を探すためにqualitativestudy，experience 

等の用語を用いて絞り込んだ.得られた情報に基づ

いてさらに文献を探すなど，手動検索で得られた文

献も加えた.筆者らの手元に収集された文献のうち，

テーマや対象者などからシングルマザーの子育てに

は関連が薄いと判断した文献を除くと47件となった.

2.文献の絞り込み:本稿で扱う文献の基準・特徴

47件の文献に対して，筆者らの関心に焦点を当て

た文献を探すために， Ford-Gi lboeらのレピューを参

考に8)次の4つの基準を設けて論文を絞り込んだ、.

①質的な研究方法を用いて主に子育てに関するシ

ングルマザー自身の経a験を扱った研究であることを

基準のーっとした.そこで，観察やインタビューに

よって得られたデータではあっても，それらを測定

尺度に当てはめて量的に分析したもの9ーωは除外した.

例えば地域において乳幼児をもち，貧困等のリスク

を抱えた家族(約半数がひとり親家族)に対して行

われる母子相互作用促進を目的とした早期介入プロ

グラムの効果判定を訓練された調査者の観察によっ

て行い，プログラム参加前後の母子相互作用の比較

を統計学的に行ったωMildredらの研究は除外した.

また，女性の子ども時代の被虐待体験を扱い，現在

の子育て体験には特に触れていない研究山7)や親の

離婚あるいは虐待を体験した子どもを対象とした研

究山9)についても除外した.保健師などの支援者を

対象とし，その視点から子育ての経験や家族看護の

あり方を描いた研究は非常に興味深いものであった

が20-2へ今回の検討からは除いた.

②離別シングルマザー家族の母親を主な対象者と

する研究であることを基準のーっとした.ただし，

対象となる文献が非常に限られる可能性があったた

め，対象者の中に離別シングルマザー家族が含まれ

ている研究についても文献選択の基準に含めた.し

たがって，未婚や若年の母親を対象とした研究は比
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較的多く見られたが，本レビューの対象とはしなかっ

た.未婚や若年の母親に焦点を当てて研究している

のはSpear23-251，Sm i thBa t t 1 e261 ， Se i bo 1 d27) ， Hanna28)， 

Averi teぺ Sti les30)， Lesserら3九等である.

③地域で暮らす女性への研究，つまり非臨床の対

象者への研究であることを基準のーっとした.した

がって薬物依存や噌癖，精神疾患等，明らかな精神

的健康問題を抱えている母親の経験32-361 H 1 V感

染等の健康問題を抱える母親の経験37)は丈献検討か

ら除外した.また，母親自身は臨床的な問題をもた

ず地域で暮らす女性ではあっても，病気や障害をも

っ子どもを育てる母親の経験に焦点を当てている研

究38刊は文献検討から除外した.

④研究者の中に少なくとも l名看護職者が含まれ

ることを基準のーっとし，研究者の中に看護職者が

含まれない研究は除外した.除外した研究を具体的

に述べると，教育学者による離婚後の家族の杵と子

どもの情緒的，杜会的，学力的な能力との関係につ

いての研究4ぺ心理学者による，都市部の危険地域

に暮らすアフリカ系アメリカ人シングルマザーの子

育てにおけるリジリアンスのプロセスに関する石iJf

究叫，公衆衛生専門家による，子どもの行動が家族

相互作用に及ぼす影響に関する研究441であった.

3.文献レビューの分析視点

このように，設定した基準に基づいて入手した47

文献から36文献が除かれ，文献レビューの対象とす

る研究論文は11件となった.これら11文献の検討に

ついてはFord-Gilboeらによる文献レピューの方法81

に準じて，シングルマザ一家族の捉え方(概念)， 

研究目的，研究方法(研究デザイン，基盤となる理

論や立場，研究方法，研究参加者，データ収集方法)， 

結果およびその解釈，の視点から検討する.なお，

レピューした文献には シングルマザーの子育て経

験を直接的に取り扱った研究と子育てに関する研究

の中でシングルマザーを対象に含んだ研究とが混在

するため，後述の結果および考察の中で，できる限

り両者を分けて論じることとする.

111.文献レビューの結果

検討した11文献の発表年は， 1997年 1件， 2003年

2件， 2004年5件， 2005年2件， 2007年 l件であり，

発表年では2004年に多かった.論文の発表年，著者，

研究目的，研究方法の概要については年代順に表に

示す.

表 シングルマザーの子育てに関する海外の質的研究の概要(発表年順)

48 I 1997 I Barbara Sachs. 
et. al. 

-就学前の子どもをもっ低収入
のシングルマザーの親として
の態度と行動を探索すること
「未就学の子どもをもっシン
グルマザーであるとはどうい
うことかjが研究疑問
・シングルマザ一家族の健康に
関する縦断的研究の一部とし
て実施

49 I 2003 I Cndy Mendelson I .家族の健康を生み出す活動に
対する女性の役割を記述する
こと.女性が家庭内で果たす
健康を守る活動に焦点を当て，
その内容や意味を記述する

46 I 2003 I Judi th Wuest. 
et. al. 

-特定の民族における子育ての
経験に焦点を当てる

-虐待を受けた家族のヘルスプ
ロモーシヨンへの主な障害と
見なされる意見の押しつけ
(intrusion)の基本的・社会
的問題を討論すること
-暴力的な父/夫の元を去った
後の母子家族のヘルスプロモー
ションプロセスを検討する

-前回の研究に参加したシング|・非構造的および半構造的インタビューを
ルマザーのうち 9人の母親 8週間間隔で3. 4回，計14ヶ月に渡っ

て実施.最初は研究疑問に沿った質問，
続いて母親が話す内容に沿う非構造的な
面接，さらに焦点を絞るための半構造的
インタビュー

-シングルマザーを含む，文化
的になじんだメキシコ系アメ
リカ人女性13人
-研究参加者を探す方法は顔な
じみの人への直接依頼，研究
参加者からの紹介

-カナダの2つの異なる地域に暮
らす.36人のシングルマザーと彼
女らの11人の子ども (12歳以上)
.シングルマザーは暴力的なパー
トナーと別れて 9 ヵ月 ~20年
経過した人々
-地方紙の広告やコミュニテイ
内の建物への掲示による募集

・データ分析は継続比較法 (Glaser.1978)
による
-分析して浮かび上がったテーマの妥当性
を母親に確認した

-民族誌的なデザインと方法
・データ収集はエスノグラフィック・イン
タビュー;文化的に凝り固まった意味を
とりだして探るようなインタビュー，参
与観察，フィールドノート
-深いインタピューと補足的なインタビュー
を組み合わせた 6~8 週間隔の複数回の
インタビュー
・データ収集と分析は同時進行

-異なる 2地域で同時に実施
. Glaser&Straussによるグラウンデッド・
セオリー・アプローチに主観的経験を探
すためのフェミニストの観点を加えたフェ
ミニストグラウンデッド・セオリー研究
・データ収集と分析は同時進行
-初回インタビューから 4 ヵ月 ~2.5年後
に再インタピュー
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47 I 2似 IJudi th Wue札| 暴力的なパートナーと離別後 -カナダの2つの州に住む，暴 -質的方法としてのフェミニストグラウン
et. al. の家族のヘルスプロモーショ 力的なパートナーのもとを離 デッド・セオリー

ンの社会的プロセスを説明す れて 1~20年経過したシング -データ収集と分析は同時進行
る本質的な理論を開発するこ ルマザー40人とその子ども11 -理論的サンプリングによるデータ収集は
と 人 インタピュー，観察，テキスト

. 3年以上の間隔をあけて2回のインタピュー
を実施
-家族の希望や子どもの年齢によってはグ
ループでのインタピューも実施

50 I 2側 |DeMackSOIl| 母親同士のグループの中で経 . 17歳以上の子どもをもっ育児 -フェミニスト・アプローチにより，イン
et. al. 験している母親の罪意識を探 経験の長い母親 タピューを用いて語り (narrative) を

索する -電子メールを通して最初に集 分析し，母であることの一部であり，複
-育児経験の長い母親から，子 まった3人から雪だるま式に 雑化された責任への負担としての母親の
どもの成長を振り返りながら 集まった計20人の女性 罪意識を明らかにした
子育てにおいて経験した「母 -母親の年齢は30代後半~50代 '2~4 時間のインタビューを l回
親非難jを学ぶ 半ば， 15歳 ~31歳の子ども 「母親非難jを聞き取る際の質問は「母

1~4 人を育て，少なくとも 親としての自分を振り返り，母親として
l人は17歳以上 最もチェレンジングであったことや肯定
-母親のうち 4人がひとり親で 的な側面について話してくださいJ
あり，比較的教育歴の高い女
性達

2 I 2側 |htrimble| ひとり親家族に見られる家族 -理論的サンプルである 7人の -未知の領域であることから，質的研究の
Moriarty， et. al のしきたりのタイプおよび家 ひとり親，うち 1名はシング 方法としてグラウンデッド・セオリー・

族という文脈の中でのそのし ルファーザー アプローチを用いた
きたりの意味を探索すること -収入や学歴などから，貧困層 -非構成的な対面式のインタピュー

には属さない人たちの研究

… 4 I ShーはiI低…とり…「ァ…(一酉の州) -質的探索型記述的なデザイン
のソーシャルサポートと家族 にる住1む3家pu族rposeful sampleで -反構成的なインタピューでは家族はフォー
の長所を検証すること あ マルなサポート，インフォーマルなサポー

-平均年間収入は15，423ドル， ト，家族の長所の関係について気づいて
平均子ども数は2.1人 いることや意味を述べるよう依頼された

-その他としてジェノグラム，ファミリー
エコマップ，ネットサーベイ，ファミリー
アセットマップを用いた

… …ecca | 低収ル…ーのニー -低収入でパートナーと暮らし -経験豊富なスーパーヴァイザーの助言を
Keating-Lefler， ズと関心を記述し，子育て期 ていないシングルマザー 5人 受けながらのフォーカスグループインタ
et. al. にこれらの母親へ適用される -アフリカ系アメリカ人4人， ピューを用いた

ソーシャルサポートメカニズ 白人1人 -デイスカッションのテーマは研究目的に
ムを評価すること . 19歳l人， 20歳2人， 22歳2人 沿った複数の質問:母になることの意味，

. 3人の子どもがいる 1人以外 子育て体験，ニーズと関心，ストレスの
は一人目の育児 原因，シングルマザーであることが人間

関係に及ぼす影響，ソーシャルサポート
の認知等

31200470lay地 | 看護の学士教育を受けている -大規模大学で看護学士取得の -経験をよりよく理解するために最も適切
2005 I Ogunsij i， et. al. シングルマザーの生きられた 教育を受けているシングルマ な質的研究方法としての現象学

経験へのホリスティックな見 ザー -少人数への比較的短い l回きりのインタ
方を獲得する ビュー
-大学におけるシングルマザー
支援につながる方略の発展を
促すような知識を得る
-将来の研究の方向性を見出す

52 I 2005 I Eugenie |福祉ームを利用山 -ウイルコンシン市に暮らし， -コミュニティを基盤とした記述的な研究
Hi ldebrandt， るひとり親が健康やウエルピー 職業関連福祉プログラム -フォーマットを用いた調査と個人インタ
et. al イングに立すしでもつポジテイ (TANF) を利用する34人 ビューという，量的手法と質的手法のト

ヴあるいはネガティヴな認識 のシングルマザー ライアンギュレーション
を探ること -ネットワークあるいはスノー -ウェルピーイングとクオリテイ・オブ・
-職業関連福祉プログラムを利 ボールサンプリングによって ライフの知覚を測定するツール (GWB)
用する脆弱な女性の健康やウェ 募集 とストレスフルなライフイベントと効果
ルピーイングに対する指標を .31人はアフリカ系アメリカ人， 的な介入についてのインタピュー
一般的な集団と比較検討する l人は白人， 2人はヒスパニッ
こと ク系

. 21歳~47歳，平均32歳ですべ
て子育て中

2007 I T… |駅間に提供… -ある病院の新生児在宅ケアプ -半構成的インタピューを用いた質的研究
Coelho Lopes， ケアを記述すること ログラムを受けた子どもの母 -インタピューデータは丹念に読みこみ似
et. al. ・主たる質問は「家庭での子ど 親11人 たようなテーマごとに分類し，ディスコー

ものケアはどのようなものかj . 17歳 ~43歳であり，未成年 ス分析を行う
「子どもが家庭でケアを受け (10代)は4人
ている際，日常生活はどのよ . 8人は専業主婦， 3人は仕事
うに変わったかJi子どもへ をもち， 4人は夫が無職ある
ケアを提供する際にあなたが いは家庭を見捨てたため世帯
直面した困難と励ましは」 主(シングルマザー)である

*左端の番号は、本稿末尾の引用文献番号を示す。
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1 .シングルマザ一家族の捉え方

各論文がシングルマザーをどのように捉えている

かについては，研究対象者の操作的定義と研究対象

者をどのような存在であると捉えるのかという研究

者の立場や考え方の 2点が関係する.

「ひとり親家族jの操作的定義を特に定めた例と

して， Moriartyら2)は対象者であるひとり親を「生

物学上の親とし，別離，離婚，非婚等の理由で最低

3年間同棲相手をもたず¥ひとり以上の子どもをも

ち，世帯主であること」とした.これは米国におけ

る過去の国勢調査においてsingle-parentfamilies 

とsingle-parenthouseholdsを区別したことに基づ

いており，前者はパートナ一等と生計を共にしてい

る可能性があるが，後者はそのひとり親が家計を賄

う唯一の大人である.すなわち家族形態のみでなく，

家計の状況をも視野に入れた定義を用いる場合があ

る. ugunsi j iら3)は「家庭において配偶者やパート

ナーをもたずに親子関係をもち，ひとり以上の子ど

もと共に暮らし，子どもの日々のケアと福祉に責任

をもっている」女性を研究対象のシングルマザーと

した.いずれの定義も研究者の関心により迫るため

の限定であろう.同様に，研究対象者である lone-

mother familiesを分析の段階で 3つのタイプ;母子

だけの暮らし，母親の親など他の家族との暮らし，

家計の分担者との暮らし，に分けて検討している研

究45)があり，家族の経験を検討する際に，その家族

の構成や家計の状況を考慮する必要があることを示

している.

一方，研究対象者をどのような存在と捉えるの

かについては，米国ではかつてひとり親家族を

“broken" ，“deviant" ，“abnormal" ，“unstable" ， 

“disorganized" と表現し，先入観や差別を助長し

てきた2) Ford-G i 1 boeらのレビューでは，ひとり親

家族の捉え方を「問題に焦点を合わせた見方」と

「家族の能力を認めるようなバランスのとれた見方」

とに分けて検討している8) 本レビューの対象となっ

た研究の中でも，フェミニスト・アプローチの立場

をとる研究では，シングルマザーの強みに焦点を当

て，被害者ではなくサパイパーとして女性を捉えて

いる46，47)

2.各研究の目的

まず，シングルマザーの子育て経験を直接的に取

り扱った研究について述べる.研究目的となる明ら

かにしたい家族の経験は，親としての態度と行動48)

虐待を逃れた後の家族の再生プロセス4ぺ家族のし

きたりのタイプと意味2) ソーシャルサポートと家

族の強み45) 母親のニーズと関心およびソーシャル

サポートの評価51) 母親と学生両方をこなす体験3)

健康に対する母親の認識52) であった.いずれの研

究も，ひとり親家族の経験が十分明らかにされてい

ないことが取り組みの動機や背景となっていた.こ

れらの研究についてやや詳しく述べる.

Hallらは1991年に，低収入のシングルマザーのう

つ症状の予測因子を見出す量的研究を行い叫，それ

はGilboeらのレビュー8)の対象ともなった.その研

究の続編として， 1991年の研究対象者の一部である

シングルマザー 9人を対象に，被虐待経験が子育て

中の母親の自尊感情や養育態度に及ぼす影響が検討

された船.Wuestらは 暴力的な夫/父親から離れ

た後のシングルマザ一家族のヘルスプロモーション

プロセスに関する研究を行いペ健康促進する上で

問題となる intrusion(家族を優先することからエ

ネルギーをそらすような外からの統制や妨害)に注

目した. さらに家族がこの intrusionを克服して健

康を促進する理論の開発を目的とする研究へつながっ

た刊. Keating-Leflerらは，低収入でパートナーを

もたないシングルマザーにフォーカスグループイン

タビューを行い，子育ての経験やソーシャルサポー

トへの認知，母親のニーズや関心について研究を行っ

た51) Moriartyらはひとり親家族のしきたり (family

rituals) を理解して促すことが看護実践にとって

必要だと考え， Iひとり親家族はしきたりを用いて

どのようにして家族の感覚をっくり上げるのかjと

いう問いを探求した2) また 看護は女性が多数を

占める専門職であり，豪州では毎年多数のシングル

マザーが看護教育を受けるが，大学で看護の学士を
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取ったシングルマザーの経験についてはほとんど情

報がなかった.そこで， Ogunsi j iらは看護学部の学

生である 5人のシングルマザーの経験を探索した3)

一方，シングルマザーの子育て経験を直接的に扱

うというよりは，子育てに関する研究の中でシング

ルマザーを対象者として含んだ研究について述べる.

このグループにおける，研究目的として明らかにし

たい家族の経験は，家族の健康を守る役割4ぺ母親

が感じる非難や罪意識日母親が子どもに提供して

いるケア5九であった.また，理論の開発を目的と

した研究47)もあった.

3.各研究の方法

1 )研究デザインと基盤となる理論

研究デザインとして多く用いられたのは探索的で

記述的なデザインである.特定の状況にある人々の

生活を理解するために現象学的アプローチ3)やエス

ノグラフイック・アプローチ49)カf用いられた.フェ

ミニスト・アプローチは女性が女性の利益のために

行う研究である 46，47，50) Wuestらはグラウンデッド・

セオ 1)ーとフェミニスト理論を併用することによっ

て，理論的感受性がフェミニズムの影響を受け，研

究者は性別，丈化，階級，能力，年齢，性的指向が

データの中で露わになるプロセスに敏感になり，生

成される理論の変化に影響するようになる 46)という.

フェミニスト理論は研究対象者への尊敬，操作の放

棄，内省，発見が個人や杜会システムの変革に有用

であることを信条とし，その信条によって研究プロ

セスが導かれる 46)

いわば分析のツールとして多く用いられたのはグ

ラウンデッド・セオリー・アプローチや継続比較法

であったμ6，47，48) これらの方法は理論開発に有効で

あり，データ収集と分析が同時進行し，浮かび、上がっ

た理論が次のデータソースを選択する理論的サンプ

リングが特徴である 47)とされる.

研究方法として，ほぼすべての研究でインタビュー

が用いられ，その方法や内容にはユニークなものが

あった.少人数への比較的短い 1囲きりのインタピュー

もある 3，5山)が，複数回のインタビューを行った研究

が多い.例えばSachsらは最初のインタビューでは

「未就学の子どもをもっシングルマザーであるとは

どういうことかJ という質問，次には母親が話す

内容に沿う非構造的なインタビューを行い，シング

ルマザーの経験として浮かび上がったテーマの妥当

性を母親に確認した48) 特定の民族の子育て経験に

焦点を当てるために民族誌的デザインを用いた研

究49)では， I丈化的に凝り固まった意味をとりだして

探るようなインタビューJを用いた.データ収集は

他に参与観察やフィールドノートによるとあるが，

詳細は記されていない.子育てにまつわる母親への

非難や母親の罪意識を探るためにあえて年長の子ど

もをもっ女性を対象とした研究では，非難や罪意識

に焦点を当てた質問ではなく， I母親としての自分

を振り返り，最もチェレンジングであったことや肯

定的な側面について話してください.Jという質問

を用いた50) また暴力的なパートナーのもとを離れ

たシングルマザーに対して，数年越しのインタビュー

を実施した研究では，家族の希望や子どもの年齢に

よってグループでのインタビューも実施した47)

2 )研究対象者およびその捉え方

Ford-Gi lboeらは，レビューした研究11件中 9件が

研究対象者を非臨床の集団から募っていたことにつ

いて，ひとり親家族の問題をより現実的に描き出す

積極的な一歩として捉えている8) 今回レビューの

対象となった研究も，すべて地域で生活する人々が

対象である.対象者の選び方は，シングルマザーを

直接対象とした研究2，3，45-18，51，52)と，対象者の一部にシ

ングルマザーが含まれたもの49，50，53)とがあった.母親

とともに子どももインタビューの対象に含まれた研

究もあった46，47) また，貧困と関係する研究が多い

中で，貧困層には属さない人2)や比較的高学歴の女

性達を対象とした研究50)もあった.乳幼児から就学

前までの比較的幼い子どもをもっ母親を対象とした

研究48)がある一方，子育て経験の長い母親の経験を

知るために，特定の年齢以上(この場合17歳)の子

どもをもっ母親を対象とした研究叫があった.対象

者の民族，言語，結婚形態，教育歴，雇用状況，収
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入，貧困レベル等の特性について明記している研

究47-50)もあった.

研究者が研究対象者をどのように捉えているのか，

対象者と研究者の関係についても方法論上の重要な

側面である.Ford-Gi lboeらのレピューでは， r対象
者Jという表現の代わりに「参加者jr女性jr家族J
という言葉を用いた研究が大半を占めた8) またそ

こでは研究の妥当性を高めるために「参加者jの意

見を求めるという方法を用いた研究もあった.本レ

ピューの対象となった11論文では， r対象者(sample)j 
と表現している研究がほとんどであったが， r研究
参加者 (studyparticipants)jと表現している研究

もあった.特にフェミニストアプローチを用いた研

究46，47，50)では，対象者への尊敬や操作の放棄が信条で

あり，研究者と研究対象者の相互作用を積極的に認

めている.

4.各研究の結果および実践や研究への示唆

レビューした文献からは，それぞれの関心と目的

に沿ったユニークな結果が導き出された.前述した

ように，シングルマザーの子育てを直接的に扱った

研究と，子育てに関する研究の中で対象者の一部に

シングルマザーが含まれた研究とでは，結果や示唆

を分けて検討する必要があるだろう.

1 )シングルマザーの子育てを直接的に扱った研究

シングルマザーの親としての態度や行動を探索し

た研究叫では，子どもへの見方，親としてのフラス

トレーション，非現実的な理想家族イメージが共通

して見出された.そこでは，シングルマザーは，認

めたりほめたりする等，家族が共にいるための努力

を支える誰かを求めていた.様々な脅しを用いて子

どもをしつける母親は高いストレス状況にあり，子

育てスキルの上達が必要であると考えられた制.ま

た，看護職者はひとりでの子育てや子ども時代の虐

待経験が養育に悪影響を及ぼす可能性があることに

気づくべきであり，介入の際には家族と共にプラン

を立てるパートナーシップの姿勢とコミュニティを

基盤とした介入，具体的には孤立を減らすサポート

グループ，レスパイトケアなどが効果的である叫.

パートナーからの虐待を受けたシングルマザーの

経験を扱った研究46，47)において，虐待を行うパート

ナーから離れることによって虐待の被害が取り除

かれ，家族は癒され回復するというドミナントな見

方に対して， 20年以上もハラスメントの侵入的

(intrusive)パターンが続く叫ことが見出された.

家族は虐待を受けなくなっても完全には自由になれ

ず，それ故，別離だけでは虐待からの回復につなが

らない.よりオープンで見通しの利く家族環境を促

し，家族内外に新しい関係の基準を設定することに

よって，情緒的健康を支持するような新しい人間関

係のパターンを創り出すことができる46) 続くWuest

らの研究では47)， intrusIonを克服する方法としての

regenerating family (家族が何とかやっていける単

位としてのひとり親家族を再生するプロセス)に注

目した.それは以前のふたり親家族とは異なる基準

によっており，以前の破壊的な家族環境を聞かれた

安全な家族関係パターンへと置き換えることが家族

再生のゴールとなる.家族が混沌とした重苦しい環

境から見通しの利く家族環境を創っていく方法を意

図的に生み出すことが，母と子の情緒的健康を強め

るようなヘルスプロモーションプロセスにつなカ古っ

た.そのプロセスは「チームとして役割をもっ」こ

とと「共にこれまでとは違った風に生きるjことで

あり，看護職者はパートナーの虐待から逃れた家族

が新しい人間関係のパターンを見つけ，予防的なス

トーリーラインを創り上げたり修正したりするのを

助けることができる47)

ひとり親家族のしきたり (f祖 ilyrituals)につ

いての研究はペ 6つのタイプのしきたり(つなが

りとしての，霊的な，愛の，レクリエーションの，

お祝いの，子どもの成長にあわせて展開する)を見

出した.その研究の中で親たちは，時間や経済的な

制約があるにもかかわらず， しきたりを忠実に守る

ことの大切さを伝えた.ひとり親家族におけるしき

たりは家族の鮮や価値を強める方法のひとつであり，

また親たちはストレスへの適切な順応として，家族

が健全であり続けるために家族のしきたりを用い，
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しきたりを使うことで家族を意義づけようとする力

を得ていた.ひとり親家族においてしきたりは，頼

りであり楽しみであり，信頼や依存をもたらし，コ

ミュニケーションを促進する役割をもっという特別

な意味をもっていた2)

低収入のひとり親家族のソーシャルサポートと強

みを検証する研究45)では，前述したひとり親家族の

3つのタイプ(母子だけでの暮らし，母親の親など

他の家族との暮らし，家計の分担者との暮らし)を

見出し，すべての家族がニーズに見合った十分な

サポートを受けていると感じているわけではなかっ

たが，家庭訪問による看護職者の肯定的なサポート

がひとり親の子育てに変化を与えるものとして語ら

れた4へ

現象学的なアプローチで看護の学士教育を受けて

いるシングルマザーの生きられた経験に追った研究

ではへシングルマザーはいつも懸命であり，心配

事に圧倒され，かつ将来への希望に満ちていた.母

親達はひとりで子育てする負担，親密な関係の不在，

シングルマザーであることに関するステイグマ，学

生であり労働役割も果たすという過重の役割負担等

によって，慢性的な疲れと圧倒されるような心配を

抱えていた3) その一方で，この研究では母親達が

大学で学ぶことによって将来への希望を手に入れ，

自尊心や自己価値を高めていたことが明らかになっ

た3)

2 )子育てに関する研究の中で，対象者の一部にシ

ングルマザーを含んだ研究

特定の民族的背景をもっ女性の，家族の健康を守

る活動に注目した研究49)では，女性たちの役割は親

になることと家族をケアすることの2つのカテゴリー

に分けられた.その研究では女性たちの多重な役割

負担とコンフリクトが強調され，メキシコ系アメリ

カ人女性の視点を通して，自ら重要であると文化的

に定義するそれらの役割をやり通すプロセスが示さ

れた.同時に，彼女らがその役割を文化的に不必要

だと感じることによる負担についても示された49)

コミュニテイや家族に対して働きかける看護職者に

とって，家族の健康に働きかける女性の役割を解明

するために，特定の民族的背景をもっ女ttの多くの

声に気づくことが重要である 49)

子育てにおいて母親が感じる「母親非難」につい

ての研究50)は，母親に生じる複雑な罪意識を明らか

にした.この研究でデータとした母親達の語りを研

究者はナラテイヴと呼んだ.そこにはいくつかの非

難のストーリー;家族からの，自分自身での，助け

を求めたはずの保健専門家からの，が現れた.そし

て「保健専門家にとって，家族の問題を母親のせい

にした方が，社会政策やコミュニテイサーピスを女

性や家族の支援に見合ったものに変革するより容易

であるJ，Iワーカー達は自らが準備・資源不足であ

るが故に，暴力的な父親に対処せずに母親へ注意を

シフトさせるjという批判的な検討叫がなされてい

る.さらに母親非難は女性が支援を求める上での障

害になると保健専門家は認識すべきである日)と訴え，

多くの研究者が時代遅れ(男性優位，女性蔑視)の

仮説をもっ故に研究の成果は先入観で描かれてしま

い，今後ひとりで子育てする女性が増えれば，ます

ます女性が非難の的となりやすい印)と危倶している.

看護職者は，母親としての女性を支援するために，

女性への関わり方を内省し，支持的で女性を受け入

れるサーピスを生み出すべきである叩)と主張した.

IV.考察

1 .ひとり親家族に関する文献の経時的な変化

本文献レビューは1995-2007年を検索期間とし，

質的な研究に焦点を当てて，前述したような様々な

キーワードを用いて文献を絞り込んだ.一方，筆者

らが参考としたFord-Gi 1 boeらの文献レビュー (1983

1993年)では，キーワードを“singleparent fami ly" 

“single-parent"とし，量的な研究やシングルマザー

以外のひとり親家族を含んでいた.検討した11文献

のうち 8丈献が1989-1991の3年間に集中したこと

に対してFord-Gilboeは ひとり親家族の研究にさほ

ど注意が払われてこなかったことは明らかである8)
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と述べている.丈献数の経時的な変化には，本レビュー

においても同様の現象が見られた.つまり，特定の

時期に研究発表が集中することはあるが，経年的に

みて丈献数が増加し，この領域への関心が高まって

いるとは一概に言えない状況であった.

2.今後の看護実践と研究に求められる課題

本稿でレビューした研究は米国，豪州，カナダ等

で行われたものが多く，各研究の結果や考察も各国

の事情を背景としたものである.また，結果および

示唆のすべてがシングルマザーの子育てに限定して

述べられたことではない.そのような限界をもっ中

でレビューした文献から，今後のシングルマザーの

子育てに関する研究や実践に求められる課題をまと

めると次のようになる. (1)当事者の女性のストレ

ス状況を理解すること， (2)日々新奇な場面に遭遇

するという子育てにおいて子どもによりよく関われ

るような子育てスキルを提案できること， (3)コミュ

ニティを基盤として身近に暮らす人々を繋ぎ，相互

作用を促進して孤立感を解消するようなサポートグ

ループを育てること， (4)当事者の女性が抱える慢

性的な疲れや多重役割と葛藤について，それを民族

的な背景や特定の生活背景との関連から理解するこ

と， (5)介入の際には共にプランを立て，パートナー

としての姿勢をもつこと， (6)家族内で風通しの良

い人間関係を築くための支援をすること， (7)家族

が経験を一貫した物語として構成する中で意味づけ

ていくのを助けること，等である.

またFord-Gilboeらは文献レビューの中で，ひとり

親家族のユニークな強さやそれが効果的に発揮され

る状況等，ひとり親家族とふたり親家族の相違に気

づく研究の重要さを認め8) さらに，それと同じく

らい，両家族の類似性に気づくことが重要で、あると

も述べている8) 本レビューの11文献の中で，対象

者の一部にシングルマザーを含んだ研究札田川)では，

家族構成の違いによる結果を提示しているが，子育

て経験に焦点を当てて家族構成の違いを越えた類似

性に踏み込んだ記述は見あたらなかった.このよう

な，家族構成の違いを越えた子育て経験の類似性に

ついては，単一の研究だけで述べられることではな

く，研究の蓄積を見渡した総説等で検討することか

もしれない.ひとり親の子育ての苦悩や強みを，と

ことんひとり親に関わって，あるいは様々な家族の

子育てに視野をおきつつ理解することが，ひとり親

のための研究や支援を提案することになり，さらに

は子育てにおいて普遍的に見られる現象への理解と

解決の糸口につながるのだと考える.

また，今回の文献レビューから，これまでの研究

は夫婦の別離後の家族関係や親密なパートナーから

の暴力の影響への考慮に欠けており，最近は子ども

のウェルビーイングに影響する両親問のコンフリク

トや暴力の目撃等の不安定な環境について認識され

始めたこと 46，47)がわかった.このような領域は，今

後の日本においてシングルマザーの経験を理解する

うえで，重要なテーマになるであろう.

3.研究対象者と研究者の関係性についての課題

研究対象者と研究者の関係について，このたびレ

ビューした11文献においては，当事者の主観的経験

を重視するフェミニストの立場での研究46，4川)や複数

回のインタビューや参与観察を用いた民族誌的な

デザインの研究叫があった.Ford-Gi lboeらは，文献

レビューの際に「女性に関する研究 (researchon 

women) J と「女性のための研究 (researchfor 

women)J に分けて論じぺ広く知識と理解を促すた

めの「女性に関する研究」が多数を占めたが，社会

や政策を変革し，女性の生活を励ます「女性のため

の研究jも少数存在した8)e 述べている.しかlFord-

Gilboeらのレビューでは]acksonらのf旨t商のように，

研究者や支援者がもっ母親非難的な態度によって研

究結果が先入観で描かれ サービスや政策の変草に

力が注がれない50)という落とし穴もある.研究の結

果を研究対象者に確認して信頼性や妥当性を確保す

るという方法は，研究の方法論上の工夫として本レ

ビューの対象となった研究においても用いられてい

た1¥8) しかし，研究のプロセスや結果を研究対象者

と共有するという，さらに踏み込んだアプローチの

工夫が今後の課題であろう.つまり，前述した 2つ
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のタイプに[女性と共に行う研究 (researchwi th 

women)J という視点を提案したい.支援者が外側か

ら当事者のニーズや能力を規定するやり方ではなく，

当事者の経験を熱心に学び，そこに努力や価値を見

出すプロセスに立ち会い 当事者が選んだ方法で課

題に取り組むのを支援するという姿勢が求められて

いると考える.今回レビューした文献の中には，

「女性と共に行うJI協働作業としてのj研究の性格

を積極的に述べたものは見い出せなかった.

4.本レビューの限界と今後の課題

本レビューの丈献入手 検索の手順については，

シングルマザーの子育てに関する経験を扱った質的

研究を探そうと，関連あるキーワードを使用して幅

広く文献を集めた.また，入手した文献からさらに

関連文献を探る手動検索も行ったが，それらの方法

が，かえって文献検索の手順をシステマティックで

はないものにした可能性がある.また，囲内の研究

機関で入手できた文献に限っており，文献検索の方

法に暖昧さや不十分さがあることは否めないが，シ

ングルマザーの経験に迫る有用な研究を紹介できた

と考えている.各研究の主張を概観できたことは，

シングルマザーの経験をテーマに研究を進める筆者

らにとって，貴重な機会となった.このテーマに関

連する研究についての情報を今後も集めることによっ

て，公衆衛生や看護の領域を越えて文献を検討する

必要があると考える.
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The purpose of this paper is to review qualitative studies in the English literature on single-mother 

fami 1 ies and i ts chi ld rearing， and explore the task for future studies， Our search of the relevant 

literature between 1995-2007 with a focus on divorced-mothers， using the Web edition of CINAHL and PubMed， 

revealed 11 journal articles wi th the following contents and concerns : interaction between mother and 

child， family rituals， blaming mothers， and mothers' experiences of partner violence and the subsequent 

family regenerating process. The research approach used was several interviews with the mothers in such 

studies. The issue and practices found in the literature review were as follows: i) to understand chronic 

fatigue， multiplex roles， and conflict that woman experienced; 並)to propose child-rearing skills;温)

to provide community-based support to overcome feelings of isolation; iv) to help build open family 

relations; v); to help make sense of fami 1 ies' experiences by constructing storyl ines and vi) the 

attitude of a partner who makes a plan together. It is important for us to learn about single mothers' 

experiences and to help them grapple with the issues using a method of their own choosing， not prescribe 

mothers' needs and ability from the outside. The possibilities for future research include the following: 

research on the influence of spousal violence on child-rearing; and research on not only differences but 

also similarities between one-and two-parent families. This approach may make it possible for the child-

rearing research of single mothers to be connected with issues of understanding child care and education 

as a whole. 




